








店頭における大量陳列コンクールの御提案

流通業界で定番化している「大量陳列コンクール」。月刊「食品商業」では、

メーカー・流通双方がメリットを共有するために、他誌とは異なるコンセプトで、企画性

の高いコンテストを実施しております。

クライアントごとに深く御提案する商品MD企画広告など

月刊「食品商業」ではクライアントのニーズに応えるために、特定メーカーの

販促カレンダー制作や、店頭プロモーション実験、商品の具体的な売場展開方法を付加し

た広告展開など、より深く現場（売場）に対する訴求力の高い新しい広告形態を、常に提

案し続けています。

100万円 

Bコース 

「かぐや姫からのおくりもの」というストーリーが、見事に表現されていることが大賞受賞の決め手となった。緑の竹と青い空のコントラストが美しく、青の麦茶で滴る水を表したアイデアも涼しげで良い。「冷やし茶漬け」というメニュー提案も、お客様を引きつけるのに効果的。

コンセプト作り、技術力で定評ある店が、満場一致で大賞を受賞。
今回は、桜の花をふんだんに使って飛び出す絵本をイメージ。基本を
踏まえた上で、左右を対称にせず変化をつける高度な技術を採用。

ジャンブル陳列をからめて取りやすさにも配慮。圧倒的迫力でお客様
を引きつける見事な大陳。

受賞はもちろん、審査員の皆様から、過分な評価をいただき、感激しています。

陳列は、きちんと積むのは当たり前で、その上で、お客様の目を引きつける演出をすべきだと思っています。いつも閃きで作りますが、今回は季

節を考えて桜を小道具に使い、子供の頃にワクワクしながら開いた、飛び出す絵本のイメージでまとめることにしました。空き箱で円形の土台

を作って、その上に商品を積み、隙間は菜の花で埋めました。桜は、百円均一でリアルな造花を買ってきて、スポットライトのアームに角材をわ

たし、バランスを見ながら止めつけたものです。お金も時間もかかっていませんが、イメージ通りに仕上がりました。売れたら、底上げしたり、押

したりして調整できるようにしてあるので、手直しの時間もほとんどかかりませんでした。

伊藤園さんの大陳コンテストに参加すると、その間、伊藤園さんの商品が通常の3倍くらい売れ、飲料全体でも売上げが170％くらいに跳ね上

がります。他の売場もディスプレイを気にするようになり、店全体にいい影響が出ています。私は、この大陳を実施した時は次長でしたが、4月１

日付けで店長に昇格しました。今後は私自身が大陳をする機会はなくなりますが、この経験をいかして、店全体のディスプレイに気を配りたい

と思っています。

店長
丸田 誠さん

受賞店のコメント

（株）タイヨー 坂之上店［鹿児島県］

（株）コープさばえ Aコープ東さばえ店［福井県］

これまでタイヨーの他店が大賞や達人賞をとっていたので、次はうちが、という意気込みで積みましたが、5年間本部にいたため現場で積

むのは久しぶりでしたし、回を追うごとにレベルが上がっているので、自信はありませんでした。受賞できて本当に嬉しいです。

ただきれいに積むのではなく、ストーリー性をもたせたかったので2～3日構想を練りました。テーマの「緑の日」から、春、草原などいろい

ろイメージしましたが、緑⇒竹⇒かぐや姫という発想で、コンセプトを「かぐや姫のおくりもの」に設定。私は絵が苦手なので、イラストが得

意な、他店のスタッフにイメージを伝えて書いてもらいました。その店は今回応募していないので、実はホッとしています。竹は、山に行っ

て切ってきた本物です。また、この地域は大学生が多いので、冷やし茶漬けを考え、自分でも作って食べてみたところおいしかったので、

メニュー提案してみました。満足のいく出来でしたが、お客様は作品として見ているようで、初日は、注目はしてくれるのですが全く売れませんでした。しかし、2日目

以降、取ってもいいことをわかってくださったようで、ガンガン売れ出しました。もともと大陳は好きなので、次も受賞できるよう頑張ります。

次長
畠中 栄作さん

受賞店のコメント

200万円 

Aコース 

自由化目前
の酒類販売

に向けて粗
利益率・作

業効率の高
さなどか

ら、ワイン
販売を強化

するＳＭチ
ェーンは多

い。そこで
メルシャ

ン㈱と月刊
「食品商業

」では、今
月から誌上

「ワイン陳
列プロモー

ション講座
」を開講。

優秀な陳列
写真だけを

掲載すると
、完成さ

れた陳列の
模倣になり

がち。「ワイ
ン陳列プロ

モーション
技術７

つのポイン
ト」を踏ま

えた上で、
今回はステ

ップ1～５
までを順

を追って解
説。「ワイン

を陳列する
際に陥りや

すいワナ」
を分か

りやく浮き
彫りにした

。自店のワ
インMDの

参考にして
頂きたい。

「
ワ
イ
ン
陳
列
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
技
術
」
―
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ワ
イ
ン
の
陳
列
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
の
は
売
場
に
ワ
イ
ン
を
購
入
す
る
た
め

に
訪
れ
る
お
客
で
は
な
い
。
予
め
目
的
購
入
の
お
客
の
み
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
だ
け
で
は
イ
ベ
ン

ト
企
画
に
よ
る
売
上
げ
ア
ッ
プ
効
果
は
見
込
め
な
い
。
ワ
イ
ン
を
買
い
に
き
た
わ
け
で
は
な
い
一

般
の
買
物
客
に「
今
夜
は
久
し
ぶ
り
に
ワ
イ
ン
で
も
飲
ん
で
み
よ
う
か
な
」と
思
わ
せ
、
そ
れ
を

購
買
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
は
お
客
の「
注
意
を
引
き
」「
関
心
を
持
た
せ
」「
商
品
に
手
を
伸
ば
し

て
も
ら
う
」こ
と
が
肝
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

第
１
箇
条：

通
常
の
陳
列
に
変
化
を
つ
け
視
覚
を
ひ
き
つ
け
る
工
夫
を
行
う

陳
列
に
よ
っ
て
目
新
し
さ
を
訴
え
る
こ
と
が
必
要
。
通
常
の
陳
列
の
延
長
で
は
お
客
は
い
つ
も
と

同
じ
く
通
り
過
ぎ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
投
げ
込
み
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
木
箱
な
ど
を
利
用
し
た
規
格
外

の
陳
列
も
イ
ベ
ン
ト
期
間
限
定
で
行
う
の
で
あ
れ
ば
有
効
。

第
２
箇
条：

テ
ー
マ
・
イ
ベ
ン
ト
性
の
あ
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
大
き
く
掲
示
す
る

さ
さ
や
か
な
非
日
常
性
を
訴
え
る
の
が
ワ
イ
ン
販
売
の
ポ
イ
ン
ト
。
お
花
見
、
パ
ー
テ
ィ
、
ク
リ

ス
マ
ス
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
提
案
で
ワ
イ
ン
を
飲
む
シ
ー
ン
を
訴
え
る
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ
は
で
き
る
だ
け

大
き
く
掲
示
。

第
３
箇
条：

ラ
ベ
ル
を
露
出
す
る
陳
列
に
よ
っ
て
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
感
を
演
出
す
る

ワ
イ
ン
の
商
品
特
性
と
し
て
華
や
か
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
が
あ
る
。
ラ
ベ
ル
を
で
き
る
だ

け
見
せ
る
こ
と
で
エ
ン
ド
で
の
陳
列
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
い
き
て
く
る
。
ワ
イ
ン
横
置
き
陳
列
は
、

ワ
イ
ン
が
コ
ル
ク
を
湿
ら
せ
る
の
で
抜
け
や
す
く
な
る
と
い
う
利
点
の
他
に
、
ワ
イ
ン
は
寝
か
せ

て
保
管
す
る
と
い
う
通
説
、
高
級
感
の
あ
る
演
出
効
果
が
出
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
高
級
ワ
イ
ン
も

扱
う
専
門
店
な
ど
で
は
間
間
見
う
け
ら
れ
る
。
し
か
し
Ｓ
Ｍ
業
態
で
は
、
ワ
イ
ン
を
寝
か
せ
て
保

管
す
る
こ
と
と
、
販
売
す
る
こ
と
は
切
り
離
し
て
考
え
、
ボ
ト
ル
を
寝
か
せ
る
こ
と
に
は
こ
だ
わ

る
必
要
は
無
い
。
高
級
ワ
イ
ン
と
値
頃
感
の
あ
る
ワ
イ
ン
で
は「
売
る
業
態
と
売
り
方
」に
は
違

い
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
い
。

第
４
箇
条：

マ
ネ
キ
ン
試
飲
販
売
は
大
き
な
声
で
積
極
的
に
行
う

果
物
や
加
工
食
品
の
試
食
販
売
と
は
異
な
り
、
ワ
イ
ン
の
試
飲
に
対
し
て
は
気
恥
ず
か
し
さ
か
ら

躊
躇
す
る
お
客
が
多
い
。
マ
ネ
キ
ン
販
売
は
明
る
く
元
気
よ
く
、
お
客
に
お
勧
め
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。

第
５
箇
条：

商
品
は
手
頃
な
価
格
帯
を
中
心
に
選
ぶ

本
来
、
購
買
予
定
に
な
い
商
品
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で
は
高
額
な
ワ
イ
ン
は
適
さ
な
い
。
売
場
か
ら

の
提
案
で
試
飲
を
行
い
、
お
客
に
納
得
し
て
頂
く
た
め
に
は
、
取
り
上
げ
る
価
格
帯
に
は
充
分
注

意
が
必
要
。
Ｓ
Ｍ
の
酒
売
場
で
ワ
イ
ン
購
入
者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ビ
ー
ル
・
発
泡
酒
の
6
缶
パ
ッ

ク
の
お
客
で
あ
る
。
一
定
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
飲
用
者
で
あ
り
、
競
合
の
酒
Ｄ
Ｓ
や
コ
ン
ビ
ニ

に
流
れ
る
可
能
性
も
高
い
お
客
だ
。
ビ
ー
ル
・
発
泡
酒
か
ら
ワ
イ
ン
へ
の
切
り
替
え
は
、
粗
利
率

や
作
業
効
率
の
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
顧
客
の
囲
い
込
み
に
も
結
び
つ
く
。
ビ
ー
ル
・
発
泡
酒
の
平

均
購
買
客
単
価
を
容
量
・
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
で
ワ
イ
ン
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、
ワ
イ
ン
の
中
心

価
格
は
５
０
０
円
〜
９
０
０
円
ま
で
と
設
定
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。

第
６
箇
条：

ま
ず
は
、
果
実
味
主
体
の
万
人
向
き
の
ワ
イ
ン
を
軸
に
推
奨
販
売
を

渋
味
や
酸
味
の
強
い
個
性
の
強
い
ワ
イ
ン
は
飲
み
手
の
好
み
が
別
れ
る
た
め
、
通
好
み
へ
の
品
揃

え
で
あ
り
、
推
奨
販
売
に
は
不
向
き
で
あ
る
。
果
実
味
の
た
っ
ぷ
り
で
る
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ル
ド
系
ワ

イ
ン
な
ど
が
一
般
的
に
好
み
の
偏
り
も
な
く
間
口
も
広
い
の
で
、
予
め
ワ
イ
ン
を
購
入
し
に
き

た
わ
け
で
は
な
い
Ｓ
Ｍ
の
お
客
へ
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
適
し
て
い
る
。

第
７
箇
条：

万
人
向
け
の
軸
を
決
め
た
ら
、
そ
の
他
は
味
の
タ
イ
プ
に
幅
を
持
た
せ
る

特
に
中
高
年
の
女
性
客
は
甘
口
ワ
イ
ン
を
好
む
傾
向
が
あ
る
。
自
店
の
客
層
を
考
え
て
で
き
れ

ば
甘
口
タ
イ
プ
の
ワ
イ
ン
も
一
種
類
は
用
意
し
た
い
。
辛
口
ワ
イ
ン
が
一
般
的
な
現
状
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
好
み
の
一
方
的
な
押
し
付
け
は
極
力
避
け
た
い
。
試
飲
販
売
な
ど
で
こ
ち
ら
か
ら

積
極
的
に
推
奨
す
る
場
合
は
万
人
向
け
ワ
イ
ン
を
提
案
す
る
一
方
で
、
あ
る
程
度
自
分
の
好
み
が

決
ま
っ
て
い
る
お
客
を
お
さ
え
る
た
め
に
も
甘
口
か
ら
辛
口
ま
で
の
味
の
タ
イ
プ
に
幅
を
持
た
せ

て
提
案
す
る
。

「売れるワ
イン売場」

への道のり
上記7つの

ポイントを
売場事例を

交えながら
分かりやす

く解説！！

エンドラッ
クと箱

カットをう
まく組

み合わせた
大量陳

列です。手
頃な価

格帯の甘口
・辛口

とタイプの
異なる

ワインをう
まく取

り上げ、バ
ランス

のよいディ
スプレ

イになっ
ていま

す。量感・
質感と

も申し分な
く、商

品説明のＰ
ＯＰカ

ードの位置
取りも

うまく行わ
れてい

ます。第３
箇条で

明記したよ
うに、

ボンルージ
ュのような

スクリュー
キャップの

商品はこの
ように縦置

き

が正しいの
です。ラベ

ルを全面に
見せること

で陳列がい
きています

。

最下段のダ
ンボール箱

に壁紙など
を利用した

バナーを巻
けばさらに

質

感が高まる
ところです

。

ステップ
3

ステップ
3

ステップ1
に比べ

ると、ヴォ
リュー

ム感が大幅
にアッ

プして、賑
やかさ

がアピール
されて

います。ラ
ック最

上部のディ
スプレ

イも全体に
バラン

スのとれた
過不足

のないもの
です。

しかし棚ス
ペース

に対して陳
列アイ

テム数が
やや多

く、また「
ラック

横置き陳列
」のた

め商品の顔
が見え

なくなっ
ていま

す。そのた
め販売

すべき商品
が何で

あるのかが
充分に

伝わりづら
く、お

客は何を買
ったらよい

のか迷って
しまいます

。アイテム
を絞り込み

陳

列量に変化
を持たせれ

ば、さらに
良い陳列に

なります。
また陳列に

華

やかさを出
すためには

ワインのラ
ベルの露出

度がもっと
アップする

よ

うなひと工
夫がほしい

ところです
。

ステップ
2

ステップ
2

エンドラッ
ク上部

に大きなＰ
ＯＰを

掲示し、バ
スケッ

トやクロス
を利用

し上品なデ
ィスプ

レイを行っ
ていま

す。しかし
陳列す

る商品量が
少なく

量的に乏し
い印象

を受けてし
まう感

もあります
。陳列

ケースを一
段外し

てすっきり
とした

ディスプレ
イにし

ようという
狙いは

分かります
が、逆

に背景の柱
が見え

るなど全体
に寂し

い印象をあ
たえて

しまってい
ます。

在庫回転率
などを

考慮するの
も大切です

が、まず売
上げアップ

のためには
、ワイン販

売

に必要な華
やかな演出

のための「
ヴォリュー

ム感」は欠
かせません

。

「たのしい
ワインパー

ティ」とＰ
ＯＰで訴え

る以上、楽
しさが伝わ

る工

夫が必要で
す。

ステップ
１

ステップ
１

ワインの木
箱を利用し

た大量陳列
による秀逸

な推奨販売
です。チー

ズ売場と連
動した企画

を組むこと
で「チーズ

とワイン」
という大き

なＰＯＰが
とても効果

的です。Ｐ
ＯＰもチー

ズとワイン
の相性を表

示するなど
意欲的に展

開されて印
象的です。

注意したい
のはこうい

った提案販
売は商品知

識に秀でた
専門販売員

をつけた有
人対面販売

が必須であ
ることです

。また、木
箱を傾斜さ

せたディス
プレイは思

いのほか広
いスペース

が必要です
。ビールＰ

箱をベース
に利用し、

木

箱を縦と横
に組み合わ

せる方法（
ステップ4

）であれば
、さらに陳

列に必要な
スペースと

木箱の数を
省くことが

できます。

ゴールデン
ゾーンはラ

ベルを全面
に露出する

ことでヴォ
リュ―ム感

を演出。木
箱は縦と横

に組合わせ
ることで、

陳列に変化
を持たせて

視覚を引き
つけると同

時に、スペ
ースを有効

活用してい
ます。また

最下段はビ
ールＰ箱を

ベースに利
用していま

すが、壁紙
を巻いて質

感を高めて
います。

ステップ
4

ステップ
4

ステップ
5

ステップ
5

月1回は取り
組

みたい！
ワイン・インスト

ア

プロモーション
！

―酒類販売
自由化企画

！ メルシャ
ン㈱PRES

ENTS―

スーパーマ
ーケットに

おける

第１回ワイ
ン陳列プロ

モー ション講座
監修：カー

ヴ　ド　リ
ラックス

代表　内藤
　邦夫

るさまざまな広告企画
広告企画

2

広告企画

3



の「経営と運営」をするための専門雑誌です。
"仕事の教科書"です。

購読者層

中国・四国 

北陸・信越 
近畿 

東海 

関東 

東北 

北海道 

九州・沖縄 

5％ 
中国・四国 

7％ 
北陸・信越 

21％ 
近畿 

12％ 
東海 

34％ 
関東 

7％ 
東北 

5％ 
北海道 

9％ 
九州・沖縄 

全国の食品スーパーマーケットに従事する人々から、圧倒的支持を得ています。バイヤー、店長というマーチャンダイジ

ング部門のみならず、店舗開発やシステム関連部門など全ての部門で広く購読されており、多くのチェーンストア企業が

社員教育のための推薦図書に選定しています。

また、この分野の経営専門誌としてはめずらしく、大手取次を通して全国の主要書店で店頭販売しております。

■読者のエリア比率

スーパーマーケット 

68.3％ 
その他の小売業 

18％ 

卸売業 

4.7％ 

食品メーカー 

6.2％ 

その他の業種 

2.8％ 

■職種別読者構成比

経営者層 
5.7％ 
管理部門（システム開発・ 
情報管理・環境対策など） 

9.4％ 
商品本部（バイヤーなど） 

22.3％ 
営業部門（店舗開発・ 
販売促進など） 

16.4％ 

店長・チーフ 

45.2％ 

その他 

1％ 

■SM読者・職位別分析

■スーパーマーケット（SM）企業年商別構成比

■販売ルート比率

1000億以上・・・14.7％ 

300～1000億・・・・・・・24.4％ 

300億未満・・・・・・・・・・・・・・25.1％ 

ミニSM＆CVS・・・・・・・・23.7％ 

生協・・・12.1％ 

書店・・・・・・・・・・・・・・・・・・61.6％ 

直販・・・・・38.4％ 


